





















年に発生した豪雨のうちの約 74 % の事例が，変形場を伴う風のシアラインと西方へ進む熱
帯低気圧との相互作用で生じたことを解明した。 
十年スケールでの長期変動に関しては，19792008年の期間について，フィリピン西海岸







認められ，対象年を 1961–1976年 (EW1), 1977–1992年 (EW2)と 1993–2008 年(EW3)に分け
ることができた。EW2 期においては，降水量とその年々変動が小さくなっており，熱帯太
平洋の海面水温場が，EW1 から EW2 にかけてはエル・ニーニョ的に変化したこと，EW2
から EW3にかけてはラ・ニーニャ的に変化したことが関係して生じた変化であることを解
明した。EW2 期においては，東アジアの冬季モンスーンの弱まりとも関係して，下層の東
風が弱まって，水蒸気輸送量が少なくなり，熱帯低気圧の発生も減少したことが，降水量
の減少をもたらしたものと考えられた。 
西太平洋の西部北太平洋モンスーン地域に位置し，他のアジアモンスーン諸国とは降雨
の発生機構が大きく異なるフィリピンにおいて，過去の地上雨量観測データを主に解析し，
総観スケールから十年スケールまでの広い時間スケールにおける降雨変動に関して多くの気候学
新知見を得たことは，気候学的，地理学的にも重要な指摘である。 
以上により，本論文は博士（理学）の学位を授与するのに充分な価値があるものと認め
られた。 
 
